
■フィリピン：再エネの固定価格買取制度の料金決まる 

エネルギー規制委員会（ERC）は2012年7月27日、再エネの固定価格料金を決定したと発表した。

それによると、1kWh当たりの買取価格は、水力 5.9ペソ（約 11.1円）、太陽光 9.68ペソ（約 18.2

円）、風力 8.53ペソ（約 16.1円）、バイオマス 6.63ペソ（約 12.5円）である。同委員会の関係者は

「電気料金に与える影響や再エネへの投資などを考慮して設定した。この価格を3年間継続し、その

後、調整する」とコメントしている。 


